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１．大学技術移転協議会（UNITT）アニュアル・カンファレンス2023

⚫ 北海道大学で開催されたUNITT アニュアル・カンファレンス2023にて、「産学官連携で取り組む標準化戦略
～日本型標準加速化モデルとは？～」と題し、戦略的標準化活動について、産学官のそれぞれの立場のパネリ
ストと会場を交えてディスカッションを実施。

⚫ 講堂(350席）が満席となり、臨時会場にサテライト配信。大学関係者を中心に、企業やVC関係者等が参加。

■UNITT アニュアル・カンファレンス2023

【開催日時】2023年9月19日~21日 【開催場所】北海道大学

➢ 「産学官連携で取り組む標準化戦略 ～日本型標準加速化モデルとは？～」の概要

モデレーター 武重 竜男 経済産業省 国際電気標準課長

パネリスト 益 一哉 東京工業大学 学長
澤井 克行 ダイキン工業株式会社 常務執行役員
馬田 隆明 東京大学 FoundXディレクター

概要 経済産業省は「日本型標準加速化モデル」を本年６月に公表した。標準化・ルール形成は、
マーケティング戦略の一環であり、知財権取得、ノウハウ秘匿などと適切に組み合わせる
ことで、市場創出・市場獲得の強力なツールとなる。特に研究開発段階からの標準化戦略
は重要であり、国の研究開発事業における評価軸としても重視されつつある。標準化人材
の半数はアカデミアであり、今後、ますます産学連携による標準化活動が期待される。本
セッションでは、戦略的標準化活動について、産学官のそれぞれの立場のパネリストと会
場を交えて議論を行う。

2



















産業標準化事業表彰 特別シンポジウムの概要
■プログラム

【2023年10月17日(火) 14:30~17:40 【東京・永田町】都市センターホテル コスモスホールにて開催。ライブ

配信も同時実施】

講演テーマ 登壇者 概要

14:30 –
14:50

20分

①主催者挨拶及び基調講
演
「日本型標準加速化モデ
ル」

経済産業省産業技術環境局
畠山 陽二郞 局長

日本の標準化活動の在るべき姿や課題・取組事項の整理を行うため、
本年６月２０日に「日本産業標準調査会基本政策部会取りまとめ」と
して提示された「日本型標準加速化モデル」の概要等について紹介。

14:50 –
15:30

40分
②特別講演Ⅰ
「競争戦略の基盤論理」

一橋大学 ビジネススクール
楠木 健 氏

競争戦略の基盤論理として、自身の著書でも述べている「逆・タイ
ムマシン経営論」に触れつつ、長期利益を維持し続けることの重要性、
競合他社との違い・差別化を生み出すために何をしないかを決めるこ
とが戦略的意思決定であること等を論じるとともに、その中での標準
化の位置づけについても言及。

15:30 –
16:00

30分

③特別講演Ⅱ（受賞者講
演）
「これまでの標準化活動
の経験と今後の標準化に
おける期待」

内閣総理大臣表彰受賞者
東芝エネルギーシステム株式
会社

林 秀樹 氏

内閣総理大臣表彰受賞者より、IEC等標準化活動の経験の紹介ととも
に、標準化がビジネス戦略のツールであること、スピードが雌雄を決
定すること、物作り前から提案合戦が始まっており標準化を見越した
戦略がマストであることや、人材育成の必要性などについて言及。

16:00 –
16:10

10分 休憩

16:10 –
17:30

80分

④パネル講演・質疑有
「豊かなデジタル社会の
実現へ、日本の課題と標
準化の可能性」

島根大学
津本 周作 教授

日本電気株式会社
遠藤 信博 特別顧問

株式会社エクサウィザーズ
大植 択真 常務取締役

モデレーター
日経BP総合研究所

菊池 隆裕 研究員

デジタル社会のあり方に見識を持つ3名のパネリストに登壇いただき、
DXが進行する世界において、大きく変わる市場メカニズムの変化や、
その中で日本が競争力を高めていくための方策について、AIを例とし
ながら、標準化という手法の持つ可能性や必要性等について議論を実
施。

17:30－
17:40

10分
閉会にあたって
「標準化活動による市場
の創出に向けて」

経済産業省 産業技術環境局
西川 奈緒 基準認証統括

戦略官／国際
標準課長

シンポジウム全体の振り返りを行い、戦略的な標準化の活用という
観点でオープンクローズ戦略や、経営戦略の一つのツールとして標準
活動を位置づけ市場創出に向けた道筋を描くことの重要性を説明する
とともに、今後の経済産業省の施策等について紹介。
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